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1． はじめに 

近年、高齢者による事故の増加に伴い、免許

返納者数が増加し、公共交通機関を必要とする

高齢者が増加する傾向にある[1]。このような状

況の中、地域住民一人一人のニーズに対応して

複数の公共交通やそれ以外のサービスを最適に

組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行な

うことができるサービス“MaaS”[2]が大きな注

目を集めている。交通サービスにおいて、検

索・予約・決済を 1 つにまとめることが可能と

なることから、公共交通機関における活用が検

討され、日本各地で実証実験が行なわれている。

しかし、その多くがスマートフォンを使用した

MaaS となっている。高齢者を MaaS の利用対象者

とした場合、IT 機器をうまく使いこなせない方

が多いため、MaaSが利用困難となる。 

本論文では、スマートフォンを保有していな

い、またはスマートフォンをうまく使いこなせ

ない高齢者でも簡単に安心して利用可能で、バ

ス車内等の外乱光や雑音のある場所などの環境

にも対応した MaaS を提案する。また、提案する

MaaSの認証部分を試作する。 

 

2． 高齢者向け MaaS と課題 

日本各地で行なわれている MaaS の実証実験の

うち、国土交通省が推進・支援している MaaS 67

件と長崎県内の MaaS を対象に調査したところ、

スマートフォンを保有していなくても利用可能

な高齢者向けの MaaS は 4 件であった。更に、こ

の高齢者向け MaaS のセキュリティについて調査

すると、紛失時の対策と割引適応時の本人確認

部分に課題があったので以下に示す。 

① 紛失時対策における課題（本人確認） 

サービスの不正利用対策として、乗車時の予

約確認はあるものの、本人確認の仕組みがない

ため、会員証を紛失した場合に、他人に悪用さ

れてしまう恐れがある。カメラでの顔認証を検

討している MaaS もあったが、車内での認証とな

ると、光の影響（外乱光、車内の照度）により

現時点では技術的にうまく実行できない。 

② 割引対応における課題（登録時の本人確

認） 

オンライン登録時の割引判定の際の確認方法

として、身分証の画像の電子メールによる送信

などの事例はあったが、画像が偽造される可能

性があり、安全な本人確認方法がない。 

 

3． 高齢者向け MaaS におけるシステムの検討 

3.1. 紛失時対策の検討 

会員証紛失時の不正利用対策における認証方

法を検討する。認証の 3 要素として、知識情

報・所持情報・生体情報があるが、高齢者は認

知が低下し物忘れが多いため、生体情報を利用

した方法が望ましい。そこで、生体情報を利用

した認証を比較し最適な認証方法を検討する。 

乗車時の本人確認方法の比較 

乗車時の本人確認は、以下の条件を考慮して

比較する。 

 高齢者を対象としているため、物忘れや加齢

による体の変化の観点が必要 

 光による影響の考慮が必要 

 他の車両や人がいる場所なので雑音がある 

 コロナ禍のため感染症対策の観点が必要 

 スマートフォンを使用しない場合に車内の運

転手による対応が可能 

表 1に比較結果を示す。条件を考慮すると、

比較項目 1～4 が「○」となっている、対面本人

確認と静脈認証（非接触）が候補となる。2 つの

内、他の比較項目を含めた合計点数がより高い、

対面本人確認を乗車時の本人確認方法とする。 

3.2.登録時の本人確認の検討 

登録時の本人確認方法として身分証の提示が

ある。身分証には、保険証や免許証、マイナン

バーカード等があるが、保険証には写真が付い

ていない。また、免許証は返納等により保持し

ていない高齢者がいる。一方、マイナンバーカ

ードは今後保険証として利用されるようになる

ため、普及率も高まり全国民が持つカードにな

ると考えられる。さらに、本人確認と年齢確認

に必要な基本情報が格納されているため、なり

Proposal for an environment-independent identification 
method in MaaS for the elderly 

† Moe Tamori・University of Nagasaki 

‡ Nobuhiro Kobayashi・University of Nagasaki 

 
 

Copyright     2023 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-971

2ZM-05

情報処理学会第85回全国大会



すましや年齢詐称を防止できる。 

 

4． 高齢者向け MaaS における本人確認方法の提

案と試作 

乗車時の対面本人確認と登録時のマイナンバ

ーカードによる本人確認を組み合わせて、環境

に依存しない本人確認が可能な高齢者向け MaaS

システムを提案する。 

4.1. 提案システムにおける本人確認方法 

まず、利用者登録時には、マイナンバーカー

ドから年齢情報を読み取る。今回の MaaS システ

ムでは年齢による割引を想定しているため、生

年月日により判定する。なお、情報を保存する

際は、個人情報である生年月日の代わりに、割

引対象であるかどうかの判定結果のみを登録す

る。また、後述する顔認証で利用する、本人の

顔画像をカメラで撮影し登録するとともに、ユ

ーザ ID を記録した安価な紙の会員証を発行する。 

そして、予約時や乗車時における認証時には、

顔認証により他人による不正利用を防止する。

顔認証は①予約時と②乗車時では、屋内と車内

で環境が異なるため、それぞれの環境に合った

別々の方法で認証を行なう。 

①予約時の認証では既存の MaaS でも利用され

ているデンソーウェーブ社の顔認証 SQRC[3]によ

り認証する。これは、顔の特徴量情報を QR コー

ド化している。QR コード内に公開部と非公開部

があり、非公開部に暗号化した顔の特徴量情報

が格納されている。公開部には任意のデータを

格納できるため、対面本人確認に必要なユーザ

IDを格納し、会員証に QRコードを印刷する。 

②乗車時の認証では、SQRC の公開部分に記録

されたユーザ ID を車内に設置した QR コードリ

ーダで読み込み、ユーザ ID に対応した顔画像を

車内の端末に表示する。運転手は表示された画

像と乗客を目視により比較し本人確認を行なう。 

4.2. システムの試作 

高齢者向け MaaS システムの構成概略図を図 1

に示す。今回は、乗車時の認証部分を対象に試

作した。図中の点線部分が今回試作した範囲と

なる。なお、予約時の認証は、既存の顔認証

SQRCを用いることを想定している。 

乗車時の認証における画像表示完了までの時

間を計測したところ、平均して約 0.02 秒となり

高齢者の乗車時動作にかかる想定時間約 3 秒以

内に収まった。 

5． おわりに 

本論文では、高齢者向け MaaS における環境に

依存しない本人確認方法を提案した。高齢者が

会員証を紛失した場合でも、乗車時の対面本人

確認により他人の悪用を防止できる。紙の会員

証となっているため、再発行も容易である。ま

た、登録時のマイナンバーカードによる本人確

認により不正な割引を防止できる。これにより、

高齢者が簡単に安心して利用可能で、車内等の

環境にも依存しない MaaS を実現できると考える。 
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表 1:本人確認方式比較表 

 

図 1：提案システム構成概略図 
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